
闘
う
労
働
運
動
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
！

労
働
者
国
際
連
帯
で
戦
争
止
め
よ
う
！

労
働
者
の
団
結
し
た
力
で
新
自
由
主
義
を
終
わ
ら
せ
よ
う
！

・

全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
／
改
憲･

戦
争
阻
止
！

１
万
人
大
行
進
へ
の
賛
同
と
参
加
の
お
願
い

11

19

全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
働
組
合
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部

全
国
金
属
機
械
労
働
組
合
港
合
同

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
全
国
運
動

改
憲
・
戦
争
阻
止
！

大
行
進

私
た
ち
は

月

日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
／
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
１
万
人
大
行
進
を
開
き
ま
す
。
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19

「
闘
う
労
働
組
合
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
」
と
訴
え
て
今
年
で

回
目
。
本
年
の

月
集
会
は
、
戦
争
の
危
機
が
世
界
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を
覆
う
情
勢
の
渦
中
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
来
労
働
組
合
は
、
団
結
と
権
利
の
拠
り
所
で
あ
る
と
同
時
に
反
戦
の
砦
で
し
た
。
歴
史
の

岐
路
に
立
っ
て
、
特
別
な
決
意
を
込
め
て
呼
び
か
け
ま
す
。
今
こ
そ
闘
う
労
働
組
合
を
甦
ら
せ
よ
う
！

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
世
界
戦
争
・
核
戦
争
の
危
機
を
高
め
な
が
ら
ま
す
ま
す
長
期
化
・
泥
沼
化
し
て
い
ま
す
。
広
島
で
行
わ
れ
た

５
月
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
一
層
〝
米
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
対
ロ
シ
ア
の
戦
争
〞
と
い
う
様
相
を
露
骨
に
さ
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
岸
田
政
権
は
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
被
爆
者
の
怒
り
の
声
を
踏
み
に
じ
っ
て
「
核
抑
止
」
を
正
当
化
す
る
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

採
択
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
で
は

「
ロ
シ
ア
を
抑
え
つ
け
、
中
国
を
打
ち
負
か
す
」
と
い
う
米
国
家
安
全
保
障
戦
略
の
下
に
「
台
湾
有
事
」

、

を
口
実
と
し
た
戦
争
の
危
機
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
岸
田
政
権
は
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
５
年
で

兆
円
と
い
う
大
軍
拡
に
踏
み
だ
し
、
沖
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縄
―
南
西
諸
島
の
敵
基
地
攻
撃
基
地
化
を
進
め
、
国
会
で
は
、
防
衛
財
源
確
保
法
、
軍
需
産
業
保
護
法
、
核
・
原
発
政
策
の
全
面
的
強

化
を
狙
う
Ｇ
Ｘ
法
、
入
管
法
改
悪
、
マ
イ
ナ
法
等

「
戦
争
を
す
る
国
」
へ
の
臨
界
点
を
こ
え
る
よ
う
な
歴
史
的
反
動
法
案
が
成
立
し

、

ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
、
全
世
界
で
反
対
の
声
が
燃
え
上
が
る
さ
な
か
原
発
汚
染
水
の
海
洋
放
出
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
労
働
者
に
は
大
増
税
と
物
価
高
が
の
し
か
か
り
、
雇
用
・
賃
金
、
社
会
保
障
、
医
療
、
教
育
、
地
域
社
会
や
鉄
道
、
…
す
べ

て
が
破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
成
長
の
余
地
を
失
っ
た
資
本
主
義
の
危
機
こ
そ
が
戦
争
を
生
み
出
す
根
源
に
あ
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
現
実
に
世
界
中
で
労
働
者
が
社
会
を
揺
る
が
す
ス
ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
に
立
ち
上
が
り
、
続
々
と
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
で
は
労
働
運
動
の
深
刻
な
危
機
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
連
合
が
自
民
党
と
の
癒
着
・
一
体
化
を
深
め
、
戦
争
政
策
や
労

働
者
へ
の
攻
撃
の
協
力
者
と
な
っ
て
い
っ
さ
い
の
求
心
力
を
失
お
う
と
し
て
い
る
一
方
、
我
慢
の
な
ら
な
い
現
実
の
中
か
ら
、
新
た
な

闘
い
の
胎
動
は
確
実
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
西
武
・
そ
ご
う
で
の

年
ぶ
り
の
百
貨
店
ス
ト
と
、
そ
の
闘
い
に
対
す
る
社
会
的
な
支
持

61

の
声
の
広
が
り
は
、
そ
の
こ
と
を
鮮
明
に
示
し
ま
し
た
。

年
前
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
―
総
評
解
散
・
連
合
結
成
以
来
、
困
難
を
強
い
ら
れ
て
き
た
労
働
者
・
労
働
組
合
が
力
と
尊
厳
を
と

36
り
戻
す
と
き
が
来
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
復
権
さ
せ
、
闘
う
労
働
運
動
を
甦
ら
せ
る
た
め
に
全
力
で
闘
い
ぬ
く
決
意
で

す
。私

た
ち
は
何
よ
り
も
第
一
に
、
自
ら
に
か
け
ら
れ
た
関
生
支
部
へ
の
歴
史
的
大
弾
圧
、
Ｊ
Ｒ
資
本
を
手
先
と
し
た
「
労
組
な
き
社
会

化
」
攻
撃
を
粉
砕
す
る
た
め
に
闘
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
未
来
、
労
働
運
動
の
再
生
を
か
け
た
闘
い
だ
と
考
え
る
か

ら
で
す
。

第
二
に
、
２
１
０
０
万
人
を
非
正
規
職
に
突
き
落
と
し
、
社
会
を
破
壊
し
て
吹
き
荒
れ
た
新
自
由
主
義
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
闘
い

ま
す
。
労
働
者
の
団
結
し
た
闘
い
だ
け
が
そ
れ
を
実
現
で
き
る
力
で
す
。

第
三
に
、
労
働
組
合
の
最
も
重
要
な
任
務
と
し
て
戦
争
反
対
の
闘
い
に
立
ち
上
が
り
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
止
め
、
中
国
へ
の

侵
略
戦
争
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
四
に
、
国
境
を
こ
え
た
労
働
者
の
国
際
連
帯
闘
争
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
ま
す
。
２
０
０
３
年
の
イ
ラ
ク
反
戦
ス
ト
を
き
っ
か
け
に

始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
や
韓
国
の
労
働
者
と
の
国
際
連
帯
闘
争
は
、
ド
イ
ツ
、
ト
ル
コ
、
イ
タ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
台
湾
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
な
ど
全
世
界
の
労
働
者
と
の
連
帯
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
日
米
韓
の
政
府
は
今
、
中
国
と
の
戦
争
の
た
め
に
、
３
国
軍
事
同
盟

の
形
成
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。
戦
後
史
を
画
す
事
態
で
す
。
国
際
連
帯

年
の
記
念
す
べ
き

月
集
会
を
反
戦
・
反
新
自
由
主
義
の
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国
際
連
帯
集
会
と
し
て
呼
び
か
け
ま
す
。

戦
争
を
止
め
、
社
会
を
変
え
よ
う
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
甦
ら
せ
よ
う
。

月

日
の
全
国
総
決
起
集
会
／
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
１
万
人

11

19

大
行
進
へ
の
皆
様
の
賛
同
と
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
労
働
運
動
の
変
革
は
こ
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
最
先
端
の
変
革
で
す
。
共

に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

◎
名

称

・

全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

／

改
憲･

戦
争
阻
止
！
１
万
人
大
行
進

11

19

◎
日

時

２
０
２
３
年

月

日
（
日
）
正
午
〜

11

19

◎
場

所

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

◎
賛
同
金

個
人
一
口
５
０
０
円

／

団
体
一
口
１
０
０
０
円
（
３
労
組
共
同
ア
ピ
ー
ル
の
賛
同
と
兼
ね
ま
す
）

◎
振
込
先

郵
便
振
替
０
０
１
４
０
―
５
―
６
０
５
６
３
５

／

加
入
者
名

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

◎
事
務
局

千
葉
市
中
央
区
要
町
２
―
８

Ｄ
Ｃ
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
３
（
２
２
２
）
７
２
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
（
２
２
４
）
７
１
９
７


